
微生物でごみを資源に
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研究者・連携窓口情報

技術の活用イメージ

微生物を活用した有機廃棄物及び未利用バイオマスの資源化と有用微生物の探索

土壌などに生息する微生物の生態解明などの基礎研究とそ

の応用研究により、安全・快適な社会を目指した研究を推進

しています。

　身近な研究成果として（１）油脂分解菌による厨房排水の

浄化や（２）浴室のカビ防止微生物剤があります。厨房排水

中には多量の油脂分が含まれるため、業者が除去した油脂

分は産業廃棄物として焼却されています。当研究室が発見し

た微生物は油脂分解能力に優れており飲食店等で利用され

ています。また、カビ発生抑制微生物は、揮発性抗菌物質を

生産することを科学的に解明し商品化されました。

　（３）阿蘇の草原の野草を刈り取って野外に積み上げた

「野草堆肥」には植物病原菌を押さえる「拮抗菌」が多数含ま

れることを発見し、ハウス土壌などへの施用により低農薬で

連作できることを解明しました。この「野草堆肥」は経験に

頼った有効性を学術的に解明し最適使用法を考案した結

果、JA等を通して農家に普及しています。

（３）野草堆肥は、各地の野草堆肥化技術とマッチングするこ

とで地域の特産物として「病害抑制型ハウス土壌マルチ資

材」等、商品化が期待できます。

研究者・開発者からのコメント

（３）野草堆肥は、阿蘇地域の農民の知恵から生まれた環境

にやさしい病害抑制資材であり、これを学術的に裏付け、広

く活用することができれば、消費者が歓迎する低農薬有機

農業の推進にも繋がることが期待されます。

カビ汚染防止剤の効果を検証するため、密閉容器にカビを
接種した培地と防止剤を同封してテストしました．

30年間、バラを連作しても病害がほとんど出ていないハウスの例です。
野草堆肥をマルチ使用（表面施用）しています。
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バイオマスの有効物質への変換
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サトウキビのバガスや葉、各種植物性バイオマスを高品質バイオ燃料油ないし
化学原料、および固体炭素化物に転換する再生可能資源の活用技術

バガス（サトウキビ搾汁後の残滓）や竹、農作物茎葉など、未

利用バイオマスを原料に、化学原料や高品質燃料油を製造

する新反応技術（バイオリファイナリー技術）の開発を推進

中。地域バイオマスを有効利用する農工連携技術の開発、循

環型社会形成・地域産業活性化へ応用が目的。要素技術は、

国の補助や企業連携で進行中。県や地域自治体、製糖会社

等と連携し実用化を検討。

サトウキビの収穫や製糖時に回収可能なバガスや葉(ハカ

マ）、農作物収穫・製品化の際に発生する非食部、間伐材や草

類など、集積した未利用バイオマスを原料に用い、その全量

を高品質燃料油や化学原料、固体炭化物に転換し商品化ま

たは利用する。

研究者・開発者からのコメント

適用するバイオマス原料、実施地域、製品活用目的などに応

じて最適な活用法を検討することが望ましい。

レブリン酸の製造装置、レブリン酸の分離装置及びレブリン
酸から炭化水素を製造する装置（日本特許5504493号）

鹿児島大学　産学官連携推進センター

筒井 俊雄　（鹿児島大学　産学官連携推進センター　客員教授）

第5段階 製品・サービス化（試売／量販）段階

第4段階 ユーザー試用段階

第3段階 試作（実証レベル）段階
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第1段階 基礎研究・構想・設計段階
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ケミカルエンジニヤリング, p.46-51, Vol.5 (2016)

サトウキビ搾汁後の残滓などを高品質の燃料油や
化学肥料等に活用した地域社会

論文

平成28年度NEDO新エネルギー成果報告会 
バイオマス分野 予稿集 (2016)
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